
憂
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

「H
arm

ony

」
導
入
の
際
に
、既
存
の「V

ersa 
H

D

」
と
ビ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
万
一
の
ト
ラ
ブ

ル
発
生
等
に
際
し
て
も
、
も
う
１
台
の
別
の
リ

ニ
ア
ッ
ク
で
治
療
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

従
来
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
、
２
台
の
リ
ニ

ア
ッ
ク
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
治
療
計
画
を
作

成
し
て
き
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
ビ
ー
ム

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
共
通
の
１
プ
ラ
ン
の
作

成
で
済
む
よ
う
に
な
り
、
放
射
線
治
療
医
と
医

学
物
理
士
の
大
幅
な
労
力
削
減
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
治
療
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
射
線
治
療
計
画
の
作
成
は
、
高
精
度
放
射

線
治
療
に
つ
い
て
は
医
学
物
理
士
が
、
一
般
的

な
３
Ｄ 

Ｃ
Ｒ
Ｔ
等
に
つ
い
て
は
放
射
線
治
療

医
が
行
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
放
射
線
治
療
医

と
医
学
物
理
士
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

な
が
ら
精
度
を
高
め
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
を

経
て
最
終
的
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
計
画
装
置
で
あ
る
エ
レ
ク
タ
製
の

「M
onaco

」
は
、
今
回
、
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
６

を
導
入
し
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
の
操
作
は
、

当
初
こ
そ
一
定
の
習
熟
が
必
要
で
す
が
、
慣
れ

て
く
れ
ば
非
常
に
使
い
や
す
く
高
く
評
価
で
き

ま
す
。
ス
ク
リ
プ
ト
機
能
等
に
よ
り
治
療
計
画

作
成
時
間
も
短
縮
さ
れ
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
へ
の
自

動
転
送
や
適
応
放
射
線
治
療
（A

daptive 
Radiation T

herapy

：
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
の
実
施
な

ど
、
高
度
な
治
療
を
よ
り
効
率
的
に
行
う
こ
と

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

―
―
「H

arm
ony

」
に
は
、
医
療
安
全
に
関

す
る
様
々
な
機
能
を
搭
載
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

顔
照
合
機
能
や
ア
ク
セ
サ
リ
照
合
機
能
に

よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
や
固
定
具
装
着
時
の
選
択

間
違
い
が
一
切
な
く
な
り
ま
し
た
。
人
間
が
行

う
こ
と
に
つ
い
て
ミ
ス
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
機
械
や
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
ミ

ス
を
無
く
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
大
変
歓
迎

す
べ
き
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

ま
た
、
寝
台
も
55
㎝
の
高
さ
ま
で
下
げ
る
こ
と

が
で
き
、
車
椅
子
の
患
者
さ
ん
で
も
寝
台
に
移

動
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
も
医
療
安

全
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
、
本
来
の
業
務
以
外
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ

栃木県におけるがん診療の要となる施設が
最新型リニアック、周辺システム等を導入し、
ART含む高品質な放射線治療実現を果たす
1986年に開設された栃木県立がんセンターは、同県のがん診療の拠点として30 年以上大きな足跡を残してきているが、
現在も、同県民のがん死亡率、罹患率の減少を目指して、がん診療関連５大事業に積極的に取り組んでいるところである。
放射線治療科では本年、最新型リニアックを導入して、ART（適応放射線治療）を含む高精度放射線治療体制を整備。
また、治療業務の効率化と安全性を高める各種機器・システムも導入することで、放射線治療の品質を大幅に向上させた。
今般のリニアック更新の経緯と現段階での評価、更には今後への期待などを、放射線治療科 科長の井上浩一氏らに聞いた。

栃木県立がんセンター

2023 年 4 月に稼働を開始したエレクタ製最新リニアック「Elekta Harmony」。安全性を重視した各
種機能に加え、患者参加型の放射線治療を推進すべく、一体感を重視したデザインとなっている。

2023
COVER STORY

栃木県

■

栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

高
精
度
・
高
効
率
化
を
実
現
す
る
最
新
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
導
入
し
、

医
療
の
質
の
最
適
化
、
患
者
負
担
の
軽
減
の
実
現
を
果
た
す
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―
―
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー 

放
射
線
治
療

科
の
概
要
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
射
線
治
療
科
で
は
、
現
在
、
私
を
含
め
て

２
名
の
放
射
線
治
療
医
に
加
え
て
放
射
線
技
術

科
に
所
属
す
る
６
名
の
診
療
放
射
線
技
師
が
放

射
線
治
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
２
台
に
よ
る
外
照
射

治
療
を
中
心
に
な
り
ま
す
が
、
イ
リ
ジ
ウ
ム-

１
９
２
を
用
い
た
密
封
小
線
源
治
療
や
ヨ
ウ

素-

１
３
１
に
よ
る
Ｒ
Ｉ
治
療
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
年
間
の
患
者
数
は
、
２
０
２
２
年
度
で

は
計
５
３
９
名
を
数
え
、
そ
の
内
４
６
６
名
が

外
部
照
射
治
療
に
な
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
患
者
さ
ん
は
、
当
然
ほ
と
ん

ど
が
が
ん
患
者
で
す
が
、
大
学
病
院
や
先
進
的

な
放
射
線
治
療
施
設
と
異
な
り
大
半
を
通
常
照

射
が
占
め
、
そ
の
内
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
強
度
変
調
回

転
照
射
法
）
は
全
体
の
症
例
の
２
割
程
度
に
留

ま
り
ま
す
。
部
位
的
に
は
乳
腺
の
患
者
さ
ん
が

４
割
、
そ
の
他
、
呼
吸
器
、
泌
尿
器
、
婦
人
科
、

頭
頸
部
の
各
領
域
の
患
者
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
同

じ
く
ら
い
の
割
合
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
３
年
４
月
に
最
新
の
リ
ニ
ア
ッ
ク

に
よ
る
治
療
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
２
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
稼

働
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
内
１
台
が
更
新
時

期
を
迎
え
、
新
し
い
放
射
線
治
療
装
置
の
導
入

憂
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

「H
arm

ony

」
導
入
の
際
に
、既
存
の「V

ersa 
H

D

」
と
ビ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
万
一
の
ト
ラ
ブ

ル
発
生
等
に
際
し
て
も
、
も
う
１
台
の
別
の
リ

ニ
ア
ッ
ク
で
治
療
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

従
来
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
、
２
台
の
リ
ニ

ア
ッ
ク
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
治
療
計
画
を
作

成
し
て
き
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
ビ
ー
ム

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
共
通
の
１
プ
ラ
ン
の
作

成
で
済
む
よ
う
に
な
り
、
放
射
線
治
療
医
と
医

学
物
理
士
の
大
幅
な
労
力
削
減
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
治
療
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
射
線
治
療
計
画
の
作
成
は
、
高
精
度
放
射

線
治
療
に
つ
い
て
は
医
学
物
理
士
が
、
一
般
的

な
３
Ｄ 

Ｃ
Ｒ
Ｔ
等
に
つ
い
て
は
放
射
線
治
療

医
が
行
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
放
射
線
治
療
医

と
医
学
物
理
士
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

な
が
ら
精
度
を
高
め
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
を

経
て
最
終
的
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
計
画
装
置
で
あ
る
エ
レ
ク
タ
製
の

「M
onaco

」
は
、
今
回
、
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
６

を
迫
ら
れ
た
の
で
す
。

　

２
台
目
と
し
て
、
特
定
の
治
療
に
特
化
し
た

専
用
機
タ
イ
プ
の
装
置
に
す
る
か
、
そ
れ
と
も

多
様
な
症
例
に
対
応
可
能
な
汎
用
機
タ
イ
プ
の

装
置
に
す
る
か
、
診
療
放
射
線
技
師
を
交
え
て

検
討
し
た
の
で
す
が
、
１
日
約
70
件
の
治
療
件

数
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
効
率
的
な
運
用
が

可
能
な
汎
用
機
タ
イ
プ
の
装
置
が
良
い
だ
ろ
う

と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
エ
レ
ク
タ
製
の
リ

ニ
ア
ッ
ク
「V

ersa H
D

」
を
運
用
し
て
お
り
、

同
社
製
に
す
れ
ば
装
置
だ
け
で
な
く
放
射
線
治

療
に
関
連
す
る
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
１
社
に
統

一
で
き
る
こ
と
、
従
来
か
ら
同
社
製
の
機
器
・

シ
ス
テ
ム
の
操
作
に
診
療
放
射
線
技
師
が
慣
れ

て
い
る
こ
と
を
大
き
く
考
慮
し
、仕
様
の
作
成
・

入
札
を
経
て
、
エ
レ
ク
タ
製
の
最
新
リ
ニ
ア
ッ

ク
で
あ
る 

「Elekta H
arm

ony 

（
以
下
、

H
arm

ony

）」
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
な
お
、「H

arm
ony

」
に
治
療
業
務
を

効
率
化
す
る
機
能
が
多
数
搭
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
、
同
装
置
を
選
ん
だ
理
由
の
１
つ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

―
―
「H

arm
ony

」
の
運
用
に
つ
い
て
、
詳

し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
で
の
「H

arm
ony

」
第
１
号
機
の
導
入

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
初
期
不
良
と
い
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
も
想
定
し
て
検
査
予
約
も
控
え
め
に
し

て
い
た
の
で
す
が
、
機
械
的
な
ト
ラ
ブ
ル
は
現

在
に
至
る
ま
で
１
回
も
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、
杞

を
導
入
し
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
の
操
作
は
、

当
初
こ
そ
一
定
の
習
熟
が
必
要
で
す
が
、
慣
れ

て
く
れ
ば
非
常
に
使
い
や
す
く
高
く
評
価
で
き

ま
す
。
ス
ク
リ
プ
ト
機
能
等
に
よ
り
治
療
計
画

作
成
時
間
も
短
縮
さ
れ
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
へ
の
自

動
転
送
や
適
応
放
射
線
治
療
（A

daptive 
Radiation T

herapy

：
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
の
実
施
な

ど
、
高
度
な
治
療
を
よ
り
効
率
的
に
行
う
こ
と

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

―
―
「H

arm
ony

」
に
は
、
医
療
安
全
に
関

す
る
様
々
な
機
能
を
搭
載
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

顔
照
合
機
能
や
ア
ク
セ
サ
リ
照
合
機
能
に

よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
や
固
定
具
装
着
時
の
選
択

間
違
い
が
一
切
な
く
な
り
ま
し
た
。
人
間
が
行

う
こ
と
に
つ
い
て
ミ
ス
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
機
械
や
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
ミ

ス
を
無
く
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
大
変
歓
迎

す
べ
き
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

ま
た
、
寝
台
も
55
㎝
の
高
さ
ま
で
下
げ
る
こ
と

が
で
き
、
車
椅
子
の
患
者
さ
ん
で
も
寝
台
に
移

動
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
も
医
療
安

全
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
、
本
来
の
業
務
以
外
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ

1998 年鳥取大学医学部医学科卒。同年鳥取大学医学
部助手（放射線医学教室）、公立八鹿病院放射線科、
島根県済生会江津総合病院放射線科を経て、2002 年
栃木県立がんセンター医療業務嘱託員（放射線治療
部）。2006 年同センター放射線治療部 医師、2009 年
同 医長、2015 年同 副主幹兼医長。2016 年地方独立
行政法人栃木県立がんセンター統括診療部放射線治
療科 副科長、兼任で研修センター副センター長。
2019 年より統括診療部放射線治療科 科長。

井上浩一（いのうえ・こういち）氏

■

栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

高
精
度
・
高
効
率
化
を
実
現
す
る
最
新
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
導
入
し
、

医
療
の
質
の
最
適
化
、
患
者
負
担
の
軽
減
の
実
現
を
果
た
す

栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー　

放
射
線
治
療
科　
科
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上
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つ
い
て
は「V

ersa H
D

」を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「V

ersa H
D

」
の
寝
台
に
は
６
軸
寝
台

補
正
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
機
能
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
照
射
野
の
広
い
Ｖ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
症
例
、
例
え
ば
婦
人
科
の
骨
盤
や
頭
頸
部

の
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
に
つ
い
て
は
「V

ersa H
D

」

で
治
療
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「H

arm
ony

」
は
、
そ
れ
以
外
の
、

例
え
ば
前
立
腺
に
対
す
る
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
を
中

心
に
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
呼
吸
器
に
対
す

る
照
射
は
ど
ち
ら
で
も
問
題
な
く
行
え
ま
す

し
、
乳
房
に
対
す
る
照
射
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・

ケ
ー
ス
で
す
が
、
先
述
の
と
お
り
、
電
子
線
に

よ
る
照
射
が
必
要
な
場
合
は
「V

ersa H
D

」

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

―
―
「H

arm
ony

」
の
今
後
の
運
用
法
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
も
大
き
な
課
題
が
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
で
す
。

こ
の
治
療
法
を
よ
り
効
率
的
に
、
多
く
の
症
例

で
運
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ａ

Ｒ
Ｔ
は
、
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
の
高
精
度
放
射
線
治

療
と
い
っ
た
特
殊
な
症
例
だ
け
で
な
く
、
３
Ｄ 

Ｃ
Ｒ
Ｔ
の
よ
う
な
一
般
的
な
治
療
に
も
日
常
的

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。
エ
レ
ク
タ
製
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
と

放
射
線
治
療
計
画
装
置
「M

onaco

」
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
施
設
で
も
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の
治
療
法
が
全
国
に
広

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
で
照

射
部
位
を
確
認
す
る
症
例
に
つ
い
て
は
必
要
に

応
じ
て
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
運
用
に
留
ま
り
ま
す
が
、
最

終
的
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
Ａ
Ｒ
Ｔ
実
施
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ば
な
ら
な
い
こ
と
へ
の
心
理
的
負
担
は
大
き
な

も
の
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
機
能
に
よ
っ
て
軽

減
さ
れ
た
点
は
、
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
の
評
判
も
上
々
で
、
ど
ち
ら

の
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
治
療
を
す
る
の
か
を
聞
い
て

く
る
患
者
さ
ん
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
機
能
は
、
カ
タ
ロ
グ
に
も
書
い
て
あ
り

ま
す
が
、
実
際
に
使
っ
て
み
て
初
め
て
、
そ
の

有
用
性
を
実
感
で
き
て
い
ま
す
。

―
―
更
新
に
併
せ
て
体
表
面
光
学
式
ト
ラ
ッ
キ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

体
表
面
光
学
式
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

「Catalyst H
D

（
以
下
、Catalyst

）」
を
２
つ

の
リ
ニ
ア
ッ
ク
室
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

従
来
は
、
治
療
位
置
を
合
わ
せ
る
た
め
に
体

表
面
に
10
ヵ
所
ほ
ど
点
を
書
き
込
み
、
そ
れ
ら

を
結
ん
だ
線
を
目
標
に
位
置
合
わ
せ
を
し
て
い

ま
し
た
が
、「Catalyst

」
は
体
表
面
を
面
で
捉

え
て
位
置
合
わ
せ
を
行
う
の
で
、
目
印
の
数
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
治
療
の
精
度
も

大
幅
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
線
で
合
わ
せ
る
よ

り
、
面
で
合
わ
せ
る
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
こ
ん
な

に
も
精
度
を
高
め
ら
れ
る
も
の
な
の
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
が
他
の
疾
病
の
影
響
で
治

療
を
一
時
中
断
し
、
そ
の
後
再
開
す
る
よ
う
な

場
合
で
も
「Catalyst

」
で
簡
単
に
位
置
合
わ

せ
が
で
き
る
の
は
有
用
で
す
し
、
こ
れ
ま
で
ス

タ
ッ
フ
が
目
視
で
確
認
し
て
い
た
重
症
患
者
の

呼
吸
の
様
子
な
ど
を
確
認
で
き
る
点
も
至
極
便

利
で
す
ね
。

―
―
「H

arm
ony

」
と
「Versa H

D

」
の
使

い
分
け
な
ど
は
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
電
子
線
を
用
い
て
治
療
す
る
症
例
に

■

栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

最
新
の
臨
床
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
多
数
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

精
度
向
上
、
治
療
時
間
短
縮
、
安
全
性
担
保
を
高
レ
ベ
ル
で
実
現

栃木県のがん死亡率低減を目指した５大事業を展開
高レベルな医療を維持しつつ、将来への構想を練る

光学式トラッキングシステム「Catalyst HD」。同センター
では、単に位置合わせだけでなく、患者の呼吸状態等の
監視にも活用するなどの運用を行っている。

「Harmony」の寝台部分。従来のインターフェイスを一
新して、必要な制御と情報を必要な場所に確保し、より
患者とセットアップに集中できるように設計されている。

放射線治療室に向かう廊下に設置された顔照合システ
ム。アクセサリ照合機能と併せて、ヒューマンエラーを
防ぐとともに、スタッフの心的負担軽減に貢献している。

ガントリー部中央には HUB ガント
リーパネルを配置。患者情報やセッ
トアップに関する様々な情報が集約
されており、患者セットアップをス
ムーズかつ迅速に行うことができる。

「Harmony」の寝台は、55 ㎝ま
で下げることができ、車椅子等
の患者でも容易に寝台への移動
が可能。優れたデザイン性と相
俟って、患者からの評価も高い。
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つ
い
て
は「V

ersa H
D

」を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「V

ersa H
D

」
の
寝
台
に
は
６
軸
寝
台

補
正
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
機
能
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
照
射
野
の
広
い
Ｖ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
症
例
、
例
え
ば
婦
人
科
の
骨
盤
や
頭
頸
部

の
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
に
つ
い
て
は
「V

ersa H
D

」

で
治
療
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「H

arm
ony

」
は
、
そ
れ
以
外
の
、

例
え
ば
前
立
腺
に
対
す
る
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
を
中

心
に
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
呼
吸
器
に
対
す

る
照
射
は
ど
ち
ら
で
も
問
題
な
く
行
え
ま
す

し
、
乳
房
に
対
す
る
照
射
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・

ケ
ー
ス
で
す
が
、
先
述
の
と
お
り
、
電
子
線
に

よ
る
照
射
が
必
要
な
場
合
は
「V

ersa H
D

」

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

―
―
「H

arm
ony

」
の
今
後
の
運
用
法
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
も
大
き
な
課
題
が
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
で
す
。

こ
の
治
療
法
を
よ
り
効
率
的
に
、
多
く
の
症
例

で
運
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ａ

Ｒ
Ｔ
は
、
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
の
高
精
度
放
射
線
治

療
と
い
っ
た
特
殊
な
症
例
だ
け
で
な
く
、
３
Ｄ 

Ｃ
Ｒ
Ｔ
の
よ
う
な
一
般
的
な
治
療
に
も
日
常
的

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。
エ
レ
ク
タ
製
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
と

放
射
線
治
療
計
画
装
置
「M

onaco

」
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
施
設
で
も
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の
治
療
法
が
全
国
に
広

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
で
照

射
部
位
を
確
認
す
る
症
例
に
つ
い
て
は
必
要
に

応
じ
て
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
運
用
に
留
ま
り
ま
す
が
、
最

終
的
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
Ａ
Ｒ
Ｔ
実
施
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ば
な
ら
な
い
こ
と
へ
の
心
理
的
負
担
は
大
き
な

も
の
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
機
能
に
よ
っ
て
軽

減
さ
れ
た
点
は
、
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
の
評
判
も
上
々
で
、
ど
ち
ら

の
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
治
療
を
す
る
の
か
を
聞
い
て

く
る
患
者
さ
ん
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
機
能
は
、
カ
タ
ロ
グ
に
も
書
い
て
あ
り

ま
す
が
、
実
際
に
使
っ
て
み
て
初
め
て
、
そ
の

有
用
性
を
実
感
で
き
て
い
ま
す
。

―
―
更
新
に
併
せ
て
体
表
面
光
学
式
ト
ラ
ッ
キ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

体
表
面
光
学
式
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

「Catalyst H
D

（
以
下
、Catalyst

）」
を
２
つ

の
リ
ニ
ア
ッ
ク
室
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

従
来
は
、
治
療
位
置
を
合
わ
せ
る
た
め
に
体

表
面
に
10
ヵ
所
ほ
ど
点
を
書
き
込
み
、
そ
れ
ら

を
結
ん
だ
線
を
目
標
に
位
置
合
わ
せ
を
し
て
い

ま
し
た
が
、「Catalyst

」
は
体
表
面
を
面
で
捉

え
て
位
置
合
わ
せ
を
行
う
の
で
、
目
印
の
数
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
治
療
の
精
度
も

大
幅
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
線
で
合
わ
せ
る
よ

り
、
面
で
合
わ
せ
る
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
こ
ん
な

に
も
精
度
を
高
め
ら
れ
る
も
の
な
の
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
が
他
の
疾
病
の
影
響
で
治

療
を
一
時
中
断
し
、
そ
の
後
再
開
す
る
よ
う
な

場
合
で
も
「Catalyst

」
で
簡
単
に
位
置
合
わ

せ
が
で
き
る
の
は
有
用
で
す
し
、
こ
れ
ま
で
ス

タ
ッ
フ
が
目
視
で
確
認
し
て
い
た
重
症
患
者
の

呼
吸
の
様
子
な
ど
を
確
認
で
き
る
点
も
至
極
便

利
で
す
ね
。

―
―
「H

arm
ony

」
と
「Versa H

D

」
の
使

い
分
け
な
ど
は
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
電
子
線
を
用
い
て
治
療
す
る
症
例
に

■

栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

最
新
の
臨
床
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
多
数
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

精
度
向
上
、
治
療
時
間
短
縮
、
安
全
性
担
保
を
高
レ
ベ
ル
で
実
現

放
射
線
治
療
品
質
保
証
室

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジャ
ー
（
以
下
、
Ｇ
Ｍ
）

伊
藤
憲
一
氏
に
聞
く

――栃木県立がんセンターの沿革と現況に
ついて、お聞かせください。
　栃木県立がんセンターは1986年9月、がん
治療を行う県立の専門病院として開院し、
2002年には増築分を含めた全病棟を開棟で
き、357 床の病院となりました。その後、
2005年に病棟１棟を改修して外来化学療法
センターを開設、2007年には都道府県がん
診療連携拠点病院に指定され、2016年には
柔軟な経営体制構築のために地方独立行政法
人に移行するなど、発展を続けてきています。
　2023年 4月1日現在、職員数は医師 65
名を含む453名で、2022年度の外来患者数
は 12万 5351 名、入院患者数は 4万 7172
名を数えます。患者さんのおよそ半数が宇都
宮医療圏から、残りは栃木県全域から来られ
ています。
　現在、当センターでは、栃木県民のがん
死亡率の減少を目指して、病院事業、研究
事業、臨床研究管理事業、バイオバンク事業、

がん対策推進事業の5大事業を展開してお
り、臨床と研究事業に力を入れているところ
です。
――新型コロナウイルス感染症の影響はい
かがでしたか。
　2020年より始まった新型コロナウイルス
感染症ですが、2021年には当センターにお
いても病棟を１つ閉鎖し、新型コロナウイル
ス感染症の患者さんを受け入れざるを得な
くなりました。最近は、同感染症が5類に移
行したこともあって落ち着きを取り戻しつつ
ありますが、看護師の離職数が増え、また、
就職希望者の減少もあって、病院の運営は
まだ完全に戻っていないのが現状です。
――新しい放射線治療装置への期待につい
て伺います。
　がん治療には、手術療法、化学療法、放
射線治療が３本柱として挙げられますが、当
センターでも、それぞれ最新の治療を提供で
きるように、手術療法ではロボットによる低

侵襲手術、ゲノム医療や免疫チェックポイン
ト阻害薬などの最新の薬を利用した化学療法
を展開しています。放射線治療については、
今年から最新の放射線治療装置が稼働を開
始しました。治療の質の向上はもちろん、照
射時間や照射のための準備時間の短縮など、
非常に業務を効率化できる装置です。この最
新の装置を使いこなして、栃木県全体のがん
医療のレベル向上に努めたいですね。
――センターの抱える課題と展望について
お伺いします。
　当センターは開設以来、30年以上が過ぎ
て建物の老朽化が進んでおり、将来のがん
センターの在り方について県と議論を進めて
います。がん治療についても、開設当時は手
術中心だった考え方が、化学療法や放射線
治療の進歩により外来での治療が中心となり
つつあります。今後は、こうした時代の流れ
に合わせたがん治療を提供できる環境づく
りに邁進していきたいと考えています。

栃木県立がんセンター
理事長兼センター長

栃木県のがん死亡率低減を目指した５大事業を展開
高レベルな医療を維持しつつ、将来への構想を練る

栃木県立がんセンター理事長兼センター長の尾澤 巖氏に、
同センターの沿革と診療の現況、新しく導入した放射線治療装置への期待ならびに
今後のセンターの運営方針等について話を聞いた。

尾澤　巖（おざわ・いわお）氏に聞く

　

放
射
線
技
術
科
で
、
診
療
放
射
線
技
師
と
医

学
物
理
士
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
両
業

務
に
携
わ
る
放
射
線
治
療
品
質
保
証
室 

Ｇ
Ｍ
の

伊
藤
憲
一
氏
に
、
放
射
線
治
療
業
務
に
お
け
る

診
療
放
射
線
技
師
の
陣
容
か
ら
問
う
た
。

「
放
射
線
治
療
を
担
当
す
る
診
療
放
射
線
技
師
は

６
名
い
ま
す
。
こ
の
内
、
私
を
含
む
２
名
が
医

学
物
理
士
の
資
格
を
有
し
て
お
り
、
治
療
計
画

作
成
や
品
質
管
理
業
務
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
６
名
中
１
名
は
画
像
診
断
業
務
を

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
す
る
た
め
、
専
従
の
診

療
放
射
線
技
師
は
５
名
で
す
」

　

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
リ

ニ
ア
ッ
ク
「H

arm
ony

」
の
選
定
か
ら
導
入
、

稼
働
に
至
る
ま
で
を
、
伊
藤
氏
は
話
す
。

「
従
来
か
ら
エ
レ
ク
タ
製
の
装
置
や
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
て
い
た
の
で
、
放
射
線
治
療
品
質
保
証

室 

Ｇ
Ｍ
の
立
場
か
ら
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
習
熟
度
を

考
慮
す
る
と
同
じ
エ
レ
ク
タ
製
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
の

導
入
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
１
日
70
件
の
外
照
射
を
行

う
た
め
に
、
別
部
署
か
ら
応
援
の
ス
タ
ッ
フ
に
業

務
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
日
常
茶
飯
事
な

の
で
、
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
操
作
の
習
熟
度
の
問

題
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
井
上
先
生
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

乳
腺
に
関
す
る
照
射
な
ど
、
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
以
外
の
３

Ｄ 

Ｃ
Ｒ
Ｔ
な
ど
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
な
照
射
も

多
く
、
汎
用
性
の
高
い
装
置
が
求
め
ら
れ
て
も

い
ま
し
た
。
そ
の
点
、『H

arm
ony

』
は
慣
れ
て

い
る
エ
レ
ク
タ
製
の
上
に
汎
用
性
も
高
く
、ま
た
、

エ
レ
ク
タ
製
故
に
従
来
装
置
と
の
親
和
性
も
良

好
な
点
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
し
た
」

　

ま
た
、
伊
藤
氏
は
「H

arm
ony

」
が
設
置
か

ら
２
週
間
で
稼
働
を
開
始
し
た
点
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。

「
装
置
設
置
後
、２
週
間
で
臨
床
利
用
を
実
現
し
た

点
は
画
期
的
で
す
。今
回
の
導
入
で
は
、エ
レ
ク
タ

の
サ
ー
ビ
ス
の
１
つ
で
あ
る
Ａ
Ｇ
Ｌ（A

ccelerated 
Go Live 

※
）
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
既
に
稼
働

中
の
『V

ersa H
D

』
の
ビ
ー
ム
デ
ー
タ
を
基
礎

に
ビ
ー
ム
測
定
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で

２
週
間
は
必
要
だ
っ
た
ビ
ー
ム
測
定
が
３
日
で
終

わ
り
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ー
ム
の
測
定

に
は
エ
レ
ク
タ
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
立
ち
会
っ
て
も

ら
え
た
こ
と
も
助
か
り
ま
し
た
」

2002年国際医療福祉大学保健学部放
射線情報科学科卒。同年より栃木県
立がんセンター放射線技術科勤務、
2013年より現職。

伊藤憲一（いとう・けんいち）氏

※Monacoの基準モデルを提供することでモデリング用のビーム測定とモデリング期間を不要とするサービス

既
存
の
装
置
と
シ
ス
テ
ム
の
親
和
性
を
重
視

設
置
か
ら
２
週
間
で
臨
床
利
用
を
実
現
す
る

リ
ニ
ア
ッ
ク
「H

arm
ony

」
①
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「Harmony」の操作卓。同センターでは同じエレクタ製の「Versa 
HD」がすでに稼働していることもあり、放射線治療に携わ
るスタッフは、すぐに操作に習熟できたという。

リニアック「Harmony」の線量分布図

挙
げ
る
。

「
井
上
先
生
が
先
述
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
ビ
ー

ム
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
２
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
が

１
つ
の
治
療
計
画
を
共
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

他
、
自
動
転
送
機
能
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ー

タ
の
転
送
漏
れ
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

『M
onaco

』
は
他
社
の
治
療
計
画
装
置
と
違
い
、

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
関
す
る
関
数
が
異

な
る
な
ど
、
習
熟
が
必
要
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、

１
度
治
療
計
画
を
作
成
す
れ
ば
テ
ン
プ
レ
ー
ト

と
し
て
活
用
で
き
、
こ
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
機
能
を

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
ボ
タ
ン
で
治

療
計
画
を
作
成
で
き
、
治
療
計
画
作
成
の
効
率

化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
」

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
Ｑ
Ａ
を

は
じ
め
、
業
務
を
支
援
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

多
数
導
入
し
て
い
る
。
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
伊

藤
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
す
。

「
品
質
管
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
『
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
』
を
導

入
し
た
こ
と
で
、
Ｑ
Ａ
の
自
動
化
を
実
現
で
き

ま
し
た
。
従
来
、
Ｑ
Ａ
は
医
学
物
理
士
の
み
し

か
担
当
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、『
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
』

導
入
で
診
療
放
射
線
技
師
も
Ｑ
Ａ
業
務
に
携
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
技
量
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
Ｑ
Ａ
に
特
化
し
たD

O
SIsoft

の

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
従
来
時
間
を
要

し
た
フ
ァ
ン
ト
ム
に
よ
る
線
量
の
検
証
な
ど
も
、

フ
ァ
ン
ト
ム
レ
ス
で
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
の
み
で
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
３
年
２
月
に
Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ
物
理
技
術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
訂
さ
れ
、
同

年
６
月
に
は
ア
メ
リ
カ
医
学
物
理
学
会
に
よ
り

Ｔ
Ｇ
３
０
７
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
訂
さ
れ
る
な

ど
、
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も

リ
ニ
ア
ッ
ク
を
変
更
し
て
行
う
振
替
照
射
に
関

し
て
は
、
フ
ァ
ン
ト
ム
レ
ス
に
よ
る
Ｑ
Ａ
を
部
分

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
デ
ー
タ
を

蓄
積
さ
せ
、
フ
ァ
ン
ト
ム
レ
ス
に
よ
る
Ｑ
Ａ
管
理

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
」

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
射
線
治
療
に

関
す
る
情
報
共
有
を
行
う
た
め
、「M

O
SA

IQ
 

Sm
artClinic

」
を
導
入
し
て
い
る
。

「
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
Ａ

Ｒ
Ｔ
実
施
の
際
に
撮
影
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
の
評
価

等
を
放
射
線
治
療
医
の
先
生
方
に
尋
ね
る
際
、

先
生
方
が
診
察
室
に
居
て
も
端
末
画
面
上
に
治

療
室
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
表

示
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
効
率
化
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
従
来
、
こ
の
よ
う
な
問
い
合
わ

せ
は
院
内
電
話
の
み
で
行
っ
て
い
た
の
で
、
隔
世

の
感
が
あ
り
ま
す
ね
」

　

今
後
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み

を
本
格
化
さ
せ
て
い
く
と
伊
藤
氏
は
話
す
。

「
新
し
い
『M

onaco
』
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
を

撮
影
し
た
後
、
３
Ｄ 

Ｃ
Ｒ
Ｔ
で
あ
れ
ば
10
分
程

度
で
Ａ
Ｒ
Ｔ
実
施
の
た
め
の
再
計
画
を
作
成
で

き
ま
す
し
、
そ
の
間
は
、『Catalyst
』
で
患
者

さ
ん
の
動
き
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
が
大
き
く
動
い
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
Ｃ
Ｔ
で
再
撮
影
す
る
な
ど
の
対
応

も
で
き
ま
す
。
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

様
々
な
プ
ロ
セ
ス
ご
と
に
安
全
の
た
め
の
機
構
が

装
備
さ
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
す
が
、
そ
の
点
、

エ
レ
ク
タ
の
製
品
群
に
は
、
当
然
、
親
和
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
で
き
る

の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、Ａ
Ｒ
Ｔ
は
、
骨
盤
の
照
射
や
肺
の
Ｓ
Ｂ

Ｒ
Ｔ
と
い
っ
た
比
較
的
短
期
か
つ
形
状
が
変
わ
り

得
る
症
例
に
対
し
て
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
撮
影
を
行
い
、
全

例
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
実
施
で
す
が
、
今

後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
も
視
野
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な
最
新
の
治

療
へ
の
取
り
組
み
は
、
診
療
放
射
線
技
師
や
医

学
物
理
士
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
技
術
の
向
上
に

も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
医
療
の
質
の
向
上
も
同

時
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
今
後
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」

　

伊
藤
氏
は
、「H

arm
ony

」
に
搭
載
さ
れ
て
い

る
医
療
安
全
に
配
慮
し
た
各
機
能
に
つ
い
て
も

高
く
評
価
す
る
。

「
顔
照
合
機
能
は
、
当
初
、
手
間
が
増
え
て
業
務

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
正
確
性
に
加
え
、
患
者
さ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
ツ
ー
ル
と
し

て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
『
今
日
も
顔
照

合
が
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
ね
』
な
ど
と
一
声
掛
け
る

だ
け
で
、患
者
さ
ん
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
れ
ま
す
し
、

ス
タ
ッ
フ
と
患
者
さ
ん
と
の
円
滑
な
対
話
の
契
機

に
な
る
点
は
重
宝
し
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
サ
リ
照

合
機
能
も
、
同
機
能
を
使
い
始
め
て
か
ら
ミ
ス

は
無
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
低
高
が
55
㎝

ま
で
下
が
る
寝
台
も
、
患
者
さ
ん
の
寝
台
へ
の
移

動
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
例
え
ば
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
用
の
パ
ネ
ル
を
折

り
畳
ま
な
い
フ
ー
ル
プ
ル
ー
フ
設
計
が
施
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
安
全
性
に
は
極
め
て
神
経
が
注
が

れ
て
い
る
機
器
だ
と
評
せ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
そ

の
高
い
デ
ザ
イ
ン
性
も
患
者
さ
ん
に
評
判
が
良

い
で
す
ね
。
ま
た
、
ガ
ン
ト
リ
ー
内
に
映
し
出
さ

れ
る
患
者
情
報
は
、
患
者
さ
ん
か
ら
目
線
を
外

さ
ず
に
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
業
務
を
行
え
ま
す
し
、
患

者
さ
ん
側
も
、
自
分
自
身
が
放
射
線
治
療
に
参

加
し
て
い
る
と
思
っ
て
頂
く
効
果
が
あ
り
、
治
療

に
際
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
患
者
さ
ん
の
一
体
感
を
生

み
出
す
こ
と
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
放
射
線
技
師
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
こ

の
『H

arm
ony

』
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
何
ら
か
の

ミ
ス
を
犯
し
て
も
、
そ
れ
が
重
大
な
ミ
ス
に
な
ら

な
い
よ
う
に
機
器
・
シ
ス
テ
ム
が
防
い
で
く
れ
る

頼
も
し
い
装
置
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

光
学
式
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「Catalyst 

H
D

（
以
下
、Catalyst

）」
に
つ
い
て
、
高
精
度

な
照
射
へ
の
貢
献
だ
け
で
な
く
、
医
療
安
全
面

で
も
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
伊
藤
氏
は
高

く
評
価
し
て
い
る
。

「『Catalyst

』
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
高
精
度

照
射
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
全
脳
照
射
な
ど
姑
息
的
な
治
療
の
際

で
も
『Catalyst

』
を
用
い
た
場
合
、
頭
部
が
動

け
ば
自
動
的
に
照
射
が
止
ま
る
な
ど
、
医
療
安

全
面
で
た
い
へ
ん
重
宝
し
て
い
ま
す
。
従
来
、
身

体
の
動
き
を
ス
タ
ッ
フ
が
直
接
目
で
観
察
し
な

が
ら
止
め
て
い
た
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
に
緊
張
感
を

強
い
て
負
担
も
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
装
置
の

側
で
人
の
動
き
を
検
知
し
て
自
動
で
照
射
を
止

め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
診
療
放

射
線
技
師
だ
け
で
な
く
先
生
方
か
ら
の
評
価
も

と
て
も
高
い
で
す
ね
。
患
者
さ
ん
の
精
神
的
な

苦
痛
も
減
り
、
よ
り
マ
ー
カ
ー
レ
ス
で
の
治
療
が

実
現
で
き
て
い
る
点
も
有
用
性
が
高
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
治
療
計
画
用
の
Ｃ
Ｔ

室
に
も
同
じ
エ
レ
ク
タ
製
の
体
表
面
光
学
式
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
『Sentinel 4D

 CT

』

を
導
入
し
て
お
り
、
そ
の
デ
ー
タ
を
治
療
装
置

側
に
送
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
患
者
さ
ん
の
身

体
の
様
子
や
呼
吸
波
形
を
治
療
装
置
側
で
再
現

す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
精
度
の
高
い
治
療
を

実
現
し
て
い
ま
す
」

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
更
新
に
併
せ

て
放
射
線
治
療
計
画
装
置
「M

onaco

」
も
最
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
６
と
な
っ
た
。
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
伊
藤
氏
は
、
そ
の
有
用
性
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

安
全
性
を
高
め
る
装
備
を
多
数
搭
載

ス
タ
ッ
フ
・
患
者
双
方
か
ら
高
い
評
価

リ
ニ
ア
ッ
ク
「H

arm
ony

」
②

放
射
線
治
療
の
精
度
を
高
め
る
以
外
に

医
療
安
全
に
対
す
る
貢
献
を
高
く
評
価

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「Catalyst H

D

」

【症例】頭頸部ＶＭＡＴにおけるＡＲＴ実施時の治療計画画像
治療開始時（上段）から 30 Gy 照射時のＣＢＣＴにて、標的部位の縮小に伴い体輪郭の形状変化
が見られた。照射直前に取得したＣＢＣＴ画像を用いてＡＲＴにて線量分布の定量評価を実施した

（中段）。ＤＶＨ（線量体積ヒストグラム）から、標的部位の線量変化に大きな偏差は見られないが、
右耳下腺（橙色）の線量増加（ＤＶＨの赤丸領域）を確認したため、再計画を実施した。
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高精度放射線治療計画装置「Monaco」を扱う伊藤氏。「Monaco」
は高精度な線量計算が可能なモンテカルロアルゴリズムを搭載し、
正確な線量分布を提供。短時間で効果的なプランニングと、計画作
成および治療ワークフローの効率の向上に寄与している。

栃木県立がんセンター

栃木県立がんセンターでは、栃木県民
のがん死亡率の減少を目指して、病院
事業、研究事業、臨床研究管理事業、
バイオバンク事業、がん対策推進事業
の 5 大事業を展開。また、今年 4 月に
は「患者総合支援センター・がん相談
支援センター」を開設し、患者やその
家族が安心してがんの治療や療養生活
が送れるよう、保健師、看護師、医療
ソーシャルワーカー、医療相談員が中
心となって診療以外に関する様々な支
援を行っている。

所在地：栃木県宇都宮市陽南 4-9-13
病床数：291 床
センター長：尾澤 巖

挙
げ
る
。

「
井
上
先
生
が
先
述
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
ビ
ー

ム
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
２
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
が

１
つ
の
治
療
計
画
を
共
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

他
、
自
動
転
送
機
能
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ー

タ
の
転
送
漏
れ
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

『M
onaco

』
は
他
社
の
治
療
計
画
装
置
と
違
い
、

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
関
す
る
関
数
が
異

な
る
な
ど
、
習
熟
が
必
要
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、

１
度
治
療
計
画
を
作
成
す
れ
ば
テ
ン
プ
レ
ー
ト

と
し
て
活
用
で
き
、
こ
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
機
能
を

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
ボ
タ
ン
で
治

療
計
画
を
作
成
で
き
、
治
療
計
画
作
成
の
効
率

化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
」

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
Ｑ
Ａ
を

は
じ
め
、
業
務
を
支
援
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

多
数
導
入
し
て
い
る
。
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
伊

藤
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
す
。

「
品
質
管
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
『
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
』
を
導

入
し
た
こ
と
で
、
Ｑ
Ａ
の
自
動
化
を
実
現
で
き

ま
し
た
。
従
来
、
Ｑ
Ａ
は
医
学
物
理
士
の
み
し

か
担
当
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、『
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
』

導
入
で
診
療
放
射
線
技
師
も
Ｑ
Ａ
業
務
に
携
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
技
量
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
Ｑ
Ａ
に
特
化
し
たD

O
SIsoft

の

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
従
来
時
間
を
要

し
た
フ
ァ
ン
ト
ム
に
よ
る
線
量
の
検
証
な
ど
も
、

フ
ァ
ン
ト
ム
レ
ス
で
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
の
み
で
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
３
年
２
月
に
Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ
物
理
技
術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
訂
さ
れ
、
同

年
６
月
に
は
ア
メ
リ
カ
医
学
物
理
学
会
に
よ
り

Ｔ
Ｇ
３
０
７
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
訂
さ
れ
る
な

ど
、
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も

リ
ニ
ア
ッ
ク
を
変
更
し
て
行
う
振
替
照
射
に
関

し
て
は
、
フ
ァ
ン
ト
ム
レ
ス
に
よ
る
Ｑ
Ａ
を
部
分

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
デ
ー
タ
を

蓄
積
さ
せ
、
フ
ァ
ン
ト
ム
レ
ス
に
よ
る
Ｑ
Ａ
管
理

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
」

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
射
線
治
療
に

関
す
る
情
報
共
有
を
行
う
た
め
、「M

O
SA

IQ
 

Sm
artClinic

」
を
導
入
し
て
い
る
。

「
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
Ａ

Ｒ
Ｔ
実
施
の
際
に
撮
影
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
の
評
価

等
を
放
射
線
治
療
医
の
先
生
方
に
尋
ね
る
際
、

先
生
方
が
診
察
室
に
居
て
も
端
末
画
面
上
に
治

療
室
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
表

示
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
効
率
化
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
従
来
、
こ
の
よ
う
な
問
い
合
わ

せ
は
院
内
電
話
の
み
で
行
っ
て
い
た
の
で
、
隔
世

の
感
が
あ
り
ま
す
ね
」

　

今
後
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み

を
本
格
化
さ
せ
て
い
く
と
伊
藤
氏
は
話
す
。

「
新
し
い
『M

onaco
』
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
を

撮
影
し
た
後
、
３
Ｄ 

Ｃ
Ｒ
Ｔ
で
あ
れ
ば
10
分
程

度
で
Ａ
Ｒ
Ｔ
実
施
の
た
め
の
再
計
画
を
作
成
で

き
ま
す
し
、
そ
の
間
は
、『Catalyst
』
で
患
者

さ
ん
の
動
き
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
が
大
き
く
動
い
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
Ｃ
Ｔ
で
再
撮
影
す
る
な
ど
の
対
応

も
で
き
ま
す
。
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

様
々
な
プ
ロ
セ
ス
ご
と
に
安
全
の
た
め
の
機
構
が

装
備
さ
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
す
が
、
そ
の
点
、

エ
レ
ク
タ
の
製
品
群
に
は
、
当
然
、
親
和
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
で
き
る

の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、Ａ
Ｒ
Ｔ
は
、
骨
盤
の
照
射
や
肺
の
Ｓ
Ｂ

Ｒ
Ｔ
と
い
っ
た
比
較
的
短
期
か
つ
形
状
が
変
わ
り

得
る
症
例
に
対
し
て
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
撮
影
を
行
い
、
全

例
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
実
施
で
す
が
、
今

後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
も
視
野
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な
最
新
の
治

療
へ
の
取
り
組
み
は
、
診
療
放
射
線
技
師
や
医

学
物
理
士
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
技
術
の
向
上
に

も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
医
療
の
質
の
向
上
も
同

時
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
今
後
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」

　

伊
藤
氏
は
、「H

arm
ony

」
に
搭
載
さ
れ
て
い

る
医
療
安
全
に
配
慮
し
た
各
機
能
に
つ
い
て
も

高
く
評
価
す
る
。

「
顔
照
合
機
能
は
、
当
初
、
手
間
が
増
え
て
業
務

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
正
確
性
に
加
え
、
患
者
さ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
ツ
ー
ル
と
し

て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
『
今
日
も
顔
照

合
が
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
ね
』
な
ど
と
一
声
掛
け
る

だ
け
で
、患
者
さ
ん
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
れ
ま
す
し
、

ス
タ
ッ
フ
と
患
者
さ
ん
と
の
円
滑
な
対
話
の
契
機

に
な
る
点
は
重
宝
し
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
サ
リ
照

合
機
能
も
、
同
機
能
を
使
い
始
め
て
か
ら
ミ
ス

は
無
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
低
高
が
55
㎝

ま
で
下
が
る
寝
台
も
、
患
者
さ
ん
の
寝
台
へ
の
移

動
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
例
え
ば
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
用
の
パ
ネ
ル
を
折

り
畳
ま
な
い
フ
ー
ル
プ
ル
ー
フ
設
計
が
施
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
安
全
性
に
は
極
め
て
神
経
が
注
が

れ
て
い
る
機
器
だ
と
評
せ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
そ

の
高
い
デ
ザ
イ
ン
性
も
患
者
さ
ん
に
評
判
が
良

い
で
す
ね
。
ま
た
、
ガ
ン
ト
リ
ー
内
に
映
し
出
さ

れ
る
患
者
情
報
は
、
患
者
さ
ん
か
ら
目
線
を
外

さ
ず
に
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
業
務
を
行
え
ま
す
し
、
患

者
さ
ん
側
も
、
自
分
自
身
が
放
射
線
治
療
に
参

加
し
て
い
る
と
思
っ
て
頂
く
効
果
が
あ
り
、
治
療

に
際
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
患
者
さ
ん
の
一
体
感
を
生

み
出
す
こ
と
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
放
射
線
技
師
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
こ

の
『H

arm
ony

』
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
何
ら
か
の

ミ
ス
を
犯
し
て
も
、
そ
れ
が
重
大
な
ミ
ス
に
な
ら

な
い
よ
う
に
機
器
・
シ
ス
テ
ム
が
防
い
で
く
れ
る

頼
も
し
い
装
置
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

光
学
式
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「Catalyst 

H
D

（
以
下
、Catalyst

）」
に
つ
い
て
、
高
精
度

な
照
射
へ
の
貢
献
だ
け
で
な
く
、
医
療
安
全
面

で
も
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
伊
藤
氏
は
高

く
評
価
し
て
い
る
。

「『Catalyst

』
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
高
精
度

照
射
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
全
脳
照
射
な
ど
姑
息
的
な
治
療
の
際

で
も
『Catalyst

』
を
用
い
た
場
合
、
頭
部
が
動

け
ば
自
動
的
に
照
射
が
止
ま
る
な
ど
、
医
療
安

全
面
で
た
い
へ
ん
重
宝
し
て
い
ま
す
。
従
来
、
身

体
の
動
き
を
ス
タ
ッ
フ
が
直
接
目
で
観
察
し
な

が
ら
止
め
て
い
た
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
に
緊
張
感
を

強
い
て
負
担
も
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
装
置
の

側
で
人
の
動
き
を
検
知
し
て
自
動
で
照
射
を
止

め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
診
療
放

射
線
技
師
だ
け
で
な
く
先
生
方
か
ら
の
評
価
も

と
て
も
高
い
で
す
ね
。
患
者
さ
ん
の
精
神
的
な

苦
痛
も
減
り
、
よ
り
マ
ー
カ
ー
レ
ス
で
の
治
療
が

実
現
で
き
て
い
る
点
も
有
用
性
が
高
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
治
療
計
画
用
の
Ｃ
Ｔ

室
に
も
同
じ
エ
レ
ク
タ
製
の
体
表
面
光
学
式
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
『Sentinel 4D

 CT

』

を
導
入
し
て
お
り
、
そ
の
デ
ー
タ
を
治
療
装
置

側
に
送
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
患
者
さ
ん
の
身

体
の
様
子
や
呼
吸
波
形
を
治
療
装
置
側
で
再
現

す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
精
度
の
高
い
治
療
を

実
現
し
て
い
ま
す
」

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
更
新
に
併
せ

て
放
射
線
治
療
計
画
装
置
「M

onaco

」
も
最
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
６
と
な
っ
た
。
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
伊
藤
氏
は
、
そ
の
有
用
性
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

Ａ
Ｒ
Ｔ
対
応
の
新
バ
ー
ジ
ョン
を
導
入

業
務
を
効
率
化
す
る
機
能
を
多
数
搭
載

放
射
線
治
療
計
画
装
置
「M

onaco

」

品
質
管
理
や
線
量
管
理
、業
務
情
報
の
共
有
化
等

放
射
線
治
療
業
務
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

Ｑ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
で
部
位
を
確
認
す
る
症
例
で
実
施

今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
運
用
を
目
指
す

Ａ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
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